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　調光ミラーガラスは、光の透過率を自由にコントロールできる機能ガラスであり、建築物の窓として利
用すれば、大きな省エネルギー効果が期待できる。2006年 12月、Z産業技術総合研究所のサステナ
ブルマテリアル研究部門環境応答機能薄膜研究グループは、マグネシウム・チタン合金薄膜を利用した実
サイズ（60×70cm）の調光ミラーガラスを実現したことを発表した。今回の開発は、これまで実用化
の大きな障害であった、透明時にガラスを無色にすることができなかった課題を、材料技術で解決したも
のである。今後は、ミラー状態と透明状態のスイッチングにおける耐久性を向上させる技術開発をさらに
進める予定である。
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　2006 年 12 月、C産業技術総合研究所のサステ
ナブルマテリアル研究部門環境応答機能薄膜研究
グループは、ミラー状態および無色透明な状態に
スイッチングできる、新しい調光ミラー用薄膜材
料を開発し、世界で初めて実サイズ（60× 70cm）
の調光ミラーガラスを実現したことを発表した。
　近年、地球温暖化対策として、建築物の省エネ
ルギー化が重要な課題となっている。建築物の中
でも窓ガラス部からのエネルギー流出入が最も大
きく、省エネルギー化を進める上で大きな課題で
ある。調光ミラーガラスは、光の透過率を自由に
コントロールできる調光ガラスのひとつであり、
建築物の窓ガラスに用いた場合、大きな省エネル
ギー効果が実現できる。夏場は太陽光を効果的に
反射し、建物周囲からのエネルギー流入を押さえ
ることで冷房負荷を低減し、冬場は透過率を上げ、
自然光を積極的に活用することで、暖房負荷低減
が期待できる。
　調光ガラスは、これまでにも酸化タングステン
等の材料を用いた種類が開発されてはいるが、従
来のものは着色させた薄膜部分で光を吸収する調
光方式であり、薄膜部分の温度が上昇して赤外線
が再照射されるため、透過光のエネルギーを充分
に遮断することができなかった。この問題を解決
するため、当研究グループは、光を吸収するので
はなく、反射することで調光を行うミラー材料に
関する研究を 2002 年より進めてきた。ミラー調光
材料としては、従来は優れた光学特性を持つマグ
ネシウム・ニッケル合金の開発が進められてきた
が、透明にコントロールした状態でも黄色みが残
り、これが実用化に向けての障害となっていた。
この課題に対し、今回、薄膜材料の探索を行ない、
マグネシウム・チタン合金薄膜が、透明コントロ
ール時における着色を抑え、ほぼ無色状態にでき
る有効な材料であることをつきとめた。
　今回開発された調光ミラーガラスは、通常の複
層ガラスの内側にマグネシウム・チタン合金薄膜
が形成された簡便な構造である。この合金薄膜は
濃度１％程度の水素ガスによる水素化・脱水素化
によって透明状態と鏡面反射状態に可逆的に変化
する。この特性を応用し、ガラスの光透過率をコ
ントロールすることができる。
　本方式の調光ミラーガラスは、厚さ約 40nmの
マグネシウム・チタン合金薄膜と厚さ約４nmの
パラジウム薄膜をスパッタ製膜したガラス基板を、
通常の複層ガラス同様の工程で製造するので大面
積化も容易である。
　今後は、スイッチングの繰り返しに対する劣化
を抑え、耐久性を高めるためにさらに材料技術開
発が必要である。
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